
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１５年 9月 30 日（水）JR 東労組バス関東本部及び、JR バス東

北本部は第 1回目の開催となる安全・政策アドバイザー会議を中央本部

にて開催しました。会議にはバスフォーラムにて講演をしていただいた

労働科学研究所の酒井所長を JR東労組のバスの安全・政策アドバイザ

ーとしてお招きし、フォーラムにて提言されたそれぞれのバス業界の課

題について議論を深めると共にアドバイスを頂きました。 

多くの政策課題を一度に解決するのは難しいことから、１つずつ提案

を実現させていくための政策実現ロードマップの作成に着手しました。 
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第 1 回 JR バス関東・東北 

安全・政策アドバイザー会議 

酒井所長からは・・・ 

・国交省が健康起因事故対策協議会を発足させ、初会合

を行った。 

・車両整備の検討会を発足させ、女性登用も議論された。 

・バス関東会社における上限６日(最大８日)の連続勤務

の原則は好事例として検討会で取り上げたい。 

・バス事故の究明を東労組と進めていくことも考えてい

る。 

などの発言がありました。 

労働科学研究所・酒井一博所長 


